
市民セミ調査
調査結果まとめ

平成２９年６⽉から９⽉にかけて⾏った、「市⺠セミ調査」に
御協⼒いただき、ありがとうございました。
調査の結果をまとめましたので、御報告します。

●報告件数 ・・・ １９５件（種類不明の報告3件）
（内訳） 報告者数 ・・・ ３3人

セミ種数 ・・・ 1０種（市内で確認されているのは１１種）
●種類ごとの内訳
ミンミンゼミ アブラゼミ

104件

・市街地、郊外

38件

・市街地、郊外

ニイニイゼミ ヒグラシ

17件

・市街地、林、畑、
など

13件

・里山、郊外
など

ハルゼミ エゾハルゼミ

７件
・山林（特に松林）
里山 など

４件
・里山、山林
など

ツクツクボウシ エゾゼミ

４件

・里山、郊外
など

３件

・里山、山林
など

コエゾゼミ チッチゼミ

１件

・郊外

１件

・里山

・それぞれ左側のセミがオス、右側のセミがメスです。
・市街地、郊外などの表記は市内で各セミが報告された代表的な場所の環境を示しています。

協⼒：松本生き物サロン 写真提供：NPO法人こどもとむしの会

備考



●市内セミマップ

お問い合せ
松本市役所 環境部 環境保全課 環境保全係（東庁舎４階）
〒390-8620 松本市丸の内3-7 ☎34-3267
e-mail：kankyo-k@city.matsumoto.lg.jp

●調査からわかったこと
・松本城周辺などの市街地でミンミンゼミが多く報告されました。次の理由が考えられます。
1  ミンミンゼミはアブラゼミ等に⽐べ広葉樹を好むため、針葉樹が多い⾥⼭や郊外の⺠家で
はなく、広葉樹が多い市街地の公園等に多かった。
2  ミンミンゼミは鳴き声がわかりやすいため、市街地で多くの人の耳にとまり多くの報告に
繋がった。

・種類が多かったのは、浅間温泉周辺で6種類、次が入山辺地区で4種類等でした。両地区は、
宅地、畑、⾥⼭等多様な環境があるため、色々なセミが観察できたと考えられます。

・数年後に調査を⾏い、今回の結果と⽐較することで生息状況の変化を調べることができます。

●おねがい
・松本市では、今後も市⺠参加型の⽣物調査を実施していく予定です。来年度
以降も、ぜひ御協⼒をお願いします。

・「こんな調査をやってみたい」という御意⾒や、「こんな⽣きものを⾒つけた
よ」というご報告をお待ちしております。
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１００個以上の抜け殻を持ってきてくれた方や、抜け殻で自由研究をした結果を
報告してくれた⼩学⽣もいました。御協⼒ありがとうございました。

エゾハルゼミの羽化
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